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１．概要（Summary） 

21 世紀型の農業では、圃場における(1)作物の生育情

報、(2)環境情報、(3)作業情報等を時空間的に取得する

ことが重要となっている。作物の生育情報では、植物の生

育と極めて密接に関係する植物体内の水分動態の測定

が必須であり、幾つかの手法が提案されている。この中で、

最も多いのが熱源を用いて、水分動態を測定するもので

あり、代表的な手法としては、茎熱収支法、ヒ－トパルス法、

更に熱消散法等がある。 

本研究では、つる植物等の比較的細い茎や植物末端

部の果柄等への熱源（マイクロヒ－タ）の装着を狙いに、

本支援機関の公開装置群を用いて、各種基板上に薄膜

状のマイクロヒ－タの形成を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・デュアルイオンビ－ムスパッタ装置（ハシノテック社

製, 10W-IBS） 

・マスクレス露光装置（大日本科研社製, MX-1204） 

・スピンコーター（ミカサ社製, 1H-DX2） 

 

【実験方法】 

本研究では、フォトリソグラフィ技術とエッチング技術 

(主にウエットエッチング)を組み合わせて、マイクロヒ－タ

の作製を行った。具体的には、熱酸化膜付きのSi基板や

樹脂フィルム上に、ヒ－タ材料（Ti 等）と配線材料(Au/Cr)

を、デュアルイオンビ－ムスパッタ装置を用いて堆積

した。続いて、スピンコーターとマスクレス露光装置を用い

て、マイクロヒ－タ／配線形状の原形となるレジストパタ－

ンを形成し、最後に、このレジストマスクを用いて、ウエット

エッチングにより、薄膜状のマイクロヒ－タを作製した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.1 は、製作したマイクロヒ－タの基本特性の一例で

あり、赤外線サ－モグラフィにより測定したヒ－タ部の温度

と、ヒ－タ部に印加した直流電圧との関係を示している。こ

の図より、数V程度の駆動電圧(消費電力0.2W程度)で、

必要となる領域（室温～50゜C 程度）での温度制御が可能

なことが確認できた。 

Fig.1 Relationship between temperature of micro 

heater and driving voltage 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 
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